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少子化の加速と廃校の増加 １ 

近年、少子化の深刻化に伴い、全国で廃校が増えていま

す。毎年300校程度が廃校になっているとのデータもあり

ます。  

こうした中、京都府北部の福知山市と京都銀行が連携し

て開始した、廃校となった小学校の土地や建物と、それを

活用したい民間事業者をマッチングし、地域ににぎわいを

生み出す取り組みが全国から注目を集めています。   

福知山市では、小学校の統廃合を進めた結果、2020年

時点で16の小学校が廃校となりました。市にとって、建物

の維持管理費等が負担となる等の課題があり、「福知山市

公共施設マネジメント計画」に基づき学校跡地の活用を進

めていくことになりました。  

福知山市から相談を受けた京都銀行は、まず取引先約

1,300先に対し、廃校活用に関するニーズ調査を実施。

365社から関心ありとの回答が得られたことから、2020

年10月 と11月 に、関 西 初 の「廃 校 マ ッ チ ン グ バ ス ツ

アー」を開催しました。  

この２回のバスツアーでは、30名の定員に対して福知山

市内外から約120名もの応募があり、関心の高さがうかが

えました。想定を大幅に上回る約80名が参加し、活用候補

先の廃校の視察や市担当者との意見交換を行いました。ツ

アーに参加できなかった企業に対しては個別の引き合わせ

も実施しました。また、2021年度はバスツアーに加え

て、「アイデアブラッシュアップワークショップ」（マッ

チングにとどまらず、事業者とともに廃校活用のアイデア

を練り上げるワークショップ）等の伴走型支援プログラ

ム、2022年度は「廃校活用事例ツアー」を開催する等、

企画内容も工夫しました。その結果、2020年度～2022年

度までに約100社を福知山市へ引き合わせることができま

した。  

バスツアーで事業者と廃校をつなぐ   ２ 

廃校がにぎわいを生む場所へ生まれ変わる    ３ 

銀行が地域とともに描く地方創生のか
人口減少、少子化が加速する中、日本各地で観光推進、企業誘致、移住促進、スタートアップの創出など、国内外からヒトを呼び込むチャレンジが進められています。

その取り組みの多くは、各地の地方銀行が様々な形でお手伝いしています。今回は、地方銀行が、地域の自治体・企業と連携して、まちのにぎわいの創出に貢献している事例を２つご紹介しましょう。 

福知山市によると、京都銀行によるマッチング以外の

ルートで活用が決定したものも含め、16の廃校のうち８校 

が、民間事業者に売却・賃貸されることとなり、地域に新

たなにぎわいを生む場所へ生まれ変わりました。イチゴ農

園やクラフトビールの醸造所等を併設する複合型農業体験

施設、着物のレンタル事業を営む企業の倉庫・配送セン

ター、サッカー等のスポーツ施設、キャンプ場などの事業

が開始され、多様な価値を創造しています。 

また、廃校の売却益と賃料収入により、同市の歳入は、こ

れまでにトータルで約1億5,000万円増加し、一方、歳出

は、維持管理費等の圧縮により年間約1,000万円の削減につ

ながり、市の財政にも大きなインパクトを及ぼしています。 

今回の取材のため、廃校から生まれ変わった施設の１つ、中

六人部（なかむとべ）地域にある複合型農業体験施設

「THE610BASE」（ムトベース）を訪れました。2020年に開

業した施設で、イチゴ狩りや農業体験ができるほか、併設さ

れているカフェでイチゴをつかったスイーツや醸造したクラ

フトビールを楽しむことができ、いまでは年間20,000人以上

が訪れる人気スポットです。校舎の昔なつかしい雰囲気はそ

のままに、おしゃれな照明や壁面ペイントが施され、思わず

写真を撮りたくなるような“映える”空間になっています。 

福知山市の担当者は、京都銀行のバスツアー等によっ

て、廃校活用に関心のある多くの事業者に複数の廃校を一

度に紹介できたことは有意義であったと話します。 

2024年度以降は、福知山市、京都銀行に加え、京都総研コ

ンサルティングが参画し、３者による公民連携の取り組みはさ

らに強化されています。バスツアーにとどまらず、未利用公有

財産の活用やスモールコンセッションについて学ぶフェアも開

催しました。また、閉園した保育園などの活用に焦点をあて、

最優秀賞受賞者に対し対象施設が無償譲渡される「ビジネスプ

ランコンテスト」を実施するなど、地元自治体と地元金融機関

のタッグによる新たな挑戦が続けられています。   

サッカーグラウンドとして利活用されてい

る旧天津小。 

京都 
銀行  

1 

THE610BASEの校舎内。カフェやイベントス

ペースなどが整備され、地域住民が集う空間へ

とリニューアルされた。 
THE610BASEのグラウンドに建つ７棟のイ

チゴ栽培のビニールハウス。  
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地方銀行が地元の観光を盛り上げる １ 

福岡空港から車でおよそ１時間。福岡県朝倉市は、秋月

城下町、日本最古の農業用水車「三連水車」をはじめとす

る歴史的な街並み、筑後川の豊富な水資源を活かした葡

萄、白桃、梨といった多様な特産品など、自然と歴史が調

和した、見どころにあふれた町です。 

こうした多様な魅力をもつ朝倉市ですが、コロナ渦によ

り減少した観光客を呼び戻すため、若者を含む多様な世代

にアプローチし、観光消費額を伸ばすことが課題となって

いました。そこで、福岡銀行と地元企業が連携し、観光客

を呼び込み、まちににぎわいを創出する取り組みがはじま

りました。 

この取り組みの中心となった地元企業の１つである㈱篠

崎は、江戸時代から続く老舗の酒造メーカーです。日本酒

にとどまらず、麦焼酎やワインを造るなど、常に新しい挑

戦を続けてきました。そして、新たな事業の柱としてシン

グルモルトウイスキー造りに着手。原料にも造り方にもこ

だわったウイスキー造りを進め、2025年６月に１作目を

リリースしました。 

このウイスキー造りの拠点となるのが、2021年６月に完

成した「SHINDO LAB（新道蒸留所）」です。ウイスキー

造りをはじめるに至ったストーリーや製造過程を詳細に学

ぶことができる蒸留所見学ツアーの実施、見学後の試飲や

ハンドフィル（ボトル詰め）体験ができるコンセプト

ショップの開設など、自社のブランドを強く訴求するとと

もに、朝倉のにぎわい創出の一翼を担う、新たな観光拠点

を目指しました。こうした取り組みが評価され、同社は観

光庁の「地域観光新発見事業」の採択を受けました。 

地方銀行と老舗酒造メーカーのタッグ  ２ 

朝倉の観光地としての魅力を磨き上げる  ３ 

のかたち ～にぎわい創出の現場から～  
人口減少、少子化が加速する中、日本各地で観光推進、企業誘致、移住促進、スタートアップの創出など、国内外からヒトを呼び込むチャレンジが進められています。 

その取り組みの多くは、各地の地方銀行が様々な形でお手伝いしています。今回は、地方銀行が、地域の自治体・企業と連携して、まちのにぎわいの創出に貢献している事例を２つご紹介しましょう。  

福岡銀行は、朝倉を盛り上げる同社の取り組みを観光資

源の核と位置づけ、事業計画や数値目標の策定等、金融面

にとどまらない多様なサポートを実施。「地域観光新発見

事業」採択後も、見学後のお土産としてウイスキーを練り

こんだチョコレートの開発、グループの設計・デザイン会

社によるテイスティングブースの製作など、足掛け５年以

上、同社と伴走してきました。 

これに加え、福岡銀行は、“水の町、歴史の町朝倉”の観

光地としての魅力を磨き上げるため、2024年12月、朝倉

市や旅行代理店と連携し、インフルエンサーや旅行の専門

家等を招いたモニターツアーを実施しました。蒸留所見学

を目玉に、秋月城下町での和紙漉きや草木染め体験、朝倉

の名湯として知られる原鶴温泉での入浴等を味わっても

らったうえで、フィードバックを受けました。こうした取

り組みが結実し、朝倉を巡るバスツアーの一般向け販売が

始まっています。 

朝倉市は、大宰府と大分県の湯布院、日田などの間に位

置しています。福岡銀行の担当者は「プロモーションやコ

ンテンツの磨き上げにさらに力を入れ、有名な観光地の間

にある立地を生かし、朝倉に立ち寄ることを定番化した

い」、㈱篠崎の社長も「スコットランドでは、どこの蒸留

所にも見学コースがあり、歴史や製造方法を含めてブラン

ド化している。当社もモニターツアーのフィードバックを

踏まえ、ウイスキーの魅力をより五感で体験してもらうた

めに工夫を凝らしたい」と話します。 

「SHINDO LAB」で製造過程やウイスキー造りへの思い 

を伺った後で体験するウイスキーの香りと味は格別です。

優しい甘味を感じさせる朝倉の水の味にも感動しました。 

皆さんも九州にお出掛けの際には、朝倉に足を運んでい

ただき、水の恵みや伝統文化を感じてみませんか？ 
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福岡 
銀行 

今も現役で稼働する日本最古の三連水車。   
SHINDO LAB。約5,500坪の敷地には蒸留所の

ほかワイナリー等も併設。  
特注で製作したハンドフィル機。 
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 2021年12月にリニューアルオープンした武蔵野銀行本店。レンガ調の外壁

で旧本店の面影を残しつつ、二重庇を取り入れて熱負荷低減、省エネルギー化

を図るなど、伝統と未来が調和したデザインが印象的です。 

 建物の前に着くと、まず目に入ってくるのは本店営業部のエントランスを取

り囲む一面の緑。「武蔵野の森」と名付けられたその空間は、カツラやミツバ

ツツジといった「武蔵野」在来の植物のほか、秩父の自然石など地元産のもの

が使用されています。生物多様性を高める事業を評価する「ＪＨＥＰ（ジェイ

ヘップ）認証」も、金融機関の本店として初めて取得しました！ 

 「武蔵野の森」を抜けて１階エントランスをくぐると、本店営業部の明るく

開放的なロビーが見えてきます。来店されたお客様が落ち着いて過ごせる空間

となるよう、窓口とバックオフィスは木目調の壁で仕切り、店内のあちこちに

緑が取り入れられています。 

 ２階には、誰でも気軽に利用できる地方創生スペース「M’s SQUARE」を設

置。カフェや土日も使えるコワーキングスペースが併設されており、大宮駅に歩

行者用デッキで直結している利便性もあってか、利用者が絶えないとのこと。ま

た、名産品・観光名所などをアピールする展示や、地元スポーツチームの応援

ブースもあり、埼玉の多彩な魅力を一度に楽しめる空間となっています。 

埼玉県さいたま市大宮区桜木町一丁目10番地

Cover photo — No.010 

銀行が地域とともに描く地方創生のかたち 

 ～にぎわい創出の現場から～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・1 

地方銀行が挑むＮＦＴの新たな可能性 

 ―地域の“魅力”をデジタル化―・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・4 

協会ニュース ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

  ー 2025年度の規制改革・行政改革要望を提出しました 

  ー 若手行員のリアルな声をお届けする記事を公表しました   

＜Pick up!＞ 今年も開催！「MUSUBU! JAPAN DAY」の様子をお届けします ・11 

統計グラフ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

 地方銀行における海外連携ネットワークの広がり  

③ 

① 

⑤ 

⑥ 

② 

④ 

①,②「武蔵野の森」には約40種の樹木と約30種の草花が生息。③,④「M’s SQUARE」の様子。コ

ワーキングスペースは、学生からビジネスパーソンまで様々な人が活用！地元の誇りである埼玉西武

ライオンズ＆ＲＢ大宮アルディージャも全力応援！⑤１Ｆ本店営業部ロビーの様子。⑥11Ｆ行員食堂

からの眺め。天気の良い日は、富士山や秩父連山を望むことができます。 
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地方銀行が挑むＮＦＴの新たな可能性 
―地域の“魅力”をデジタル化―    

ＩＴ事務部 主任調査役 新保 透 

■ 近年、地域の魅力発信や新たな顧客体験の提供手段として、ＮＦＴ（非代替性トークン）の活用が注目さ

れています。 

■ 様々なイベントでＮＦＴが使われ始めており、その中には地域のＤＸ化に向け、地方銀行が関わっている

事例もあります。 

■ 本レポートでは、地域の企業・自治体と連携して、ＮＦＴ提供に取り組む地方銀行の事例を紹介します。 

ＮＦＴ―非代替性トークン（Non-Fungible Token）とい

う言葉を聞いたことがありますか。ＮＦＴは、ブロック

チェーンの技術を用いて、インターネット上の画像や映像

などのコピーが容易にできるデジタルデータに対し、「所

有者」や「発行元」などの情報を付加し、そのデータが唯

一無二の存在であることを示す仕組みです。 

ＮＦＴはデジタルデータに希少性という新たな価値をもた

らし、最初に話題となった2021年頃は、デジタルアートや

ゲーム内のアイテムが数億円単位で売買されたりするな

ど、投機的な側面で大きな注目を集めました。近年では、

価格や取引量が落ち着きを見せる一方で、ＮＦＴの本質的

な価値である「唯一性」に着目し、「デジタル上で所有や

体験を証明できる技術」として、スポーツ、観光、地域コ

ミュニティなど、現実の出来事をデジタル上で共有すると

いう新しい使い方が広がり始めています。 

このようなＮＦＴの新たな可能性に着目し、地域の企業・

自治体と連携しながら、ＮＦＴによる地域の魅力発信や顧

客体験の創出に取り組んでいる地方銀行があります。今回

は、その取り組みをご紹介します。 

はじめに  

ＮＦＴによる「熱量」の可視化～千葉銀行の取り組み  

千葉銀行デジタル戦略部新事業チームは、同行グループが

掲げる「一人ひとりの思いを、もっと実現できる地域社会

にする」との理念のもと、地域のお客様に対して、デジタ

ル技術を用いた新たな体験を提供し、地域活性化・ＤＸ化

に貢献しようと様々な取り組みを行っています。その一環

として、ＮＦＴが持つ「唯一性」という特性に着目し、イ

ベント参加や地域活動へのエンゲージメントの可視化に応

用する実証実験を実施しました。 

①ちばアクアラインマラソン     

千葉県では２年に１度、県主催のマラソン大会である「ち

ばアクアラインマラソン」が開催されています。「ちばア

クアラインマラソン」は、東京湾の中央部を横断する自動

車専用の有料道路である東京湾アクアラインを走ることが

できる貴重なイベントとして、全国から多くのランナー

（2024大会：出走者 17,402名、沿道応援者 27万名）が参

加しており、千葉銀行はオフィシャルスポンサーとして協

賛しています。 

2024年11月10日に開催された2024大会において、千葉

銀行はランナーおよび応援者を対象に「開催記念証ＮＦ

Ｔ」を配布しました。ランナーは、送付された参加案内に

同封されたチラシに記載のＱＲコードを自らのスマート

フォンで読み込むことでＮＦＴが取得できます（応援者は

ＨＰ等から取得可能）。 

ランナーの開催記念証ＮＦＴはゼッケン番号と紐付けられ ▲ＮＦＴ取得用のチラシ。千葉銀行提供。 
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て管理され、マラソン完走後、運営側でゼッケン番号に応

じた順位やタイムなどの記録を登録することで、ランナー

が所有している開催記念証ＮＦＴが、自動的に記録が記載

された「完走証明書ＮＦＴ」に変化する工夫が施されてい

ます。これまでランナーは、完走証明書を紙やＰＤＦで保

管していましたが、完走証明書をＮＦＴ化することで、

「唯一無二の記録」として保存できるようになりました。 

 通常、ＮＦＴを取得する場合は、それを管理するための

専用のデジタルウォレットとその開設に伴うアカウント登

録などの手続が必要となります。しかし、千葉銀行は参加

者に気軽にＮＦＴを体験できるよう、ＮＦＴの取得と同時

にウォレット（ブラウザウォレット）が生成され、そこに

取得したＮＦＴが格納される仕組みを採用しました。その

結果、マラソンの出走者に対し発行したＮＦＴは１万件を

超え、多くの人にＮＦＴを体験してもらう機会となりまし

た。 

本取り組みを手掛けた千葉銀行デジタル戦略部 北澤卓也 

副調査役は「当行として初の試みであり、完走証明書自体

は従来どおりホームページからＰＤＦでも取得できる中

で、ＮＦＴを選んで取得していただける人がどの程度いる

のか、不透明な部分もありました。結果として多くの方に

ＮＦＴを取得してもらい、気軽に体験してもらうという目

的を果たすことができた」としています。  

②ちばぎんカップ  

▲開催記念証ＮＦＴおよび完走証明書ＮＦＴ。千葉銀行提供。 

2025年２月に開催された「ちばぎんカップ」では、ＮＦ

Ｔを活用した「熱量」の可視化の取り組みが行われまし

た。「ちばぎんカップ」は、千葉県をホームとする２つの

Ｊリーグクラブ、ジェフユナイテッド市原・千葉と柏レイ

ソルが毎年、シーズン開幕前に対戦するプレシーズンマッ

チで、千葉銀行が冠スポンサーを務めています。 

「ちばぎんカップ」において、千葉銀行は、各チームのサ

ポーターが専用サイトやチラシからＱＲコードを読み込む

ことで、チームごとの「応援証ＮＦＴ」が取得できるよう

にし、より多くの応援証を集めたチームを「SUPPORTER'S 

ちばぎんカップ」の勝者とする応援合戦企画を実施しまし

た。 

▲ちばぎんカップ ＮＦＴ企画のスキーム。千葉銀行提供。 
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地方銀行が挑むＮＦＴの新たな可能性―地域の“魅力”をデジタル化― 

ちばアクアラインマラソンが「完走証明書」という既存の

証明書をＮＦＴによりデジタル化した取り組みだったのに

対し、この企画では“応援する”というこれまで形のなかった

ものをデジタル上で可視化しようというものです。 

応援を盛り上げるための工夫として、応援合戦で勝利した

チームの応援証ＮＦＴ取得者には、勝利者証ＮＦＴを追加

付与したほか、応援証ＮＦＴの中にランダムで当たりを設

定し、当選者には選手の限定動画を視聴できる特典を設け

るなど、参加者が自発的にＮＦＴを取得したくなるような

仕掛けも取り入れられています。 

また、ＮＦＴの取得後にＳＮＳへの投稿導線を設けること

で、実際にＳＮＳ上では、サポーター同士が取得したＮＦ

Ｔ画像を投稿し、チームの応援を呼びかける動きが見られ

るなど、ＮＦＴによるコミュニティ交流の活性化につなが

りました。 

最終的に、ちばぎんカップのイベント当日は来場者が１万

人を超え、応援証ＮＦＴの取得者は約5,000件に上りまし

た。北澤副調査役は「結果的に、この企画ではちばぎんカッ

プの試合の勝利チームと応援企画の勝利チームが異なる結果

となりました。ＳＮＳ上には『試合には負けたが応援では

勝った』という投稿もみられ、ファンコミュニティの活性化

の効果も期待できると感じました」としています。 

これらの取り組みを通じて、地域のイベントの盛り上げに

対するＮＦＴ活用の可能性が確認されました。千葉銀行は

この他にも千葉ジェッツ（バスケットボールチーム）のイ

ベントにおけるＮＦＴ配布（来場者限定でガチャ形式のデ

ジタルグッズの配布）や千葉都市モノレールのクラウド

ファンディングの特典でのＮＦＴ配布（ＮＦＴ取得者に対

し、千葉モノレールのＡＲ体験を提供）も行っています。  

▲ 千葉ジェッツ（バスケットボールチーム）のイベン

トで配布されたＮＦＴの１つ（マスコットキャラク

ターの３Ｄ画像）  

千葉銀行は、今後の取り組みとして、ＮＦＴによる継続的

な価値提供を検討しています。これまでのＮＦＴは１回の

イベント限りの利用となっていますが、継続して実施して

いくことでコレクション性を持たせるような企画も将来的

に実施していきたいとしています。 

北澤副調査役は「今後もＮＦＴを通じて、継続的に地域の

お客様へ新たな価値を提供していきます。そのためにはＮ

ＦＴの認知度を上げていく必要があり、ＮＦＴを取得する

ことによる新たな体験、コミュニティへの参加といった価

値をアピールしていくことが重要だと考えています」と今

後のＮＦＴの活用に向けた抱負を語っています。 

▲ 千葉都市モノレールのクラウドファンディングの特典

（千葉モノレールのＡＲ体験）  
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▲ 瓢月亭HP（https://www.shizutetsu-retailing.com/

gyokuronosato/）より。 

▲ HATSUKAME Maker's Dinner NFT。初亀醸造提供。  

“伝統”と“革新”が融合したＮＦＴ体験―静岡銀行の取り組み  

静岡銀行の金融持株会社であるしずおかフィナンシャルグ

ループ（ＳＦＧ）は、2024年より地域の企業・自治体と連

携し、ＮＦＴを活用して、地域の顧客や企業に「デジタル

を通じた新しい体験」を提供する実証実験を行っていま

す。本取り組みは、ＮＦＴが地域企業へ「販路拡大」や

「ファン作り」などの新たな価値を提供するために有効な

ツールになり得ることを確認するものです。  

本取り組みはＳＦＧが地域の企業や自治体に呼び掛け、Ｎ

ＦＴに対し高い関心が寄せられた先と実施しました。今回

はその中で、初亀醸造株式会社および藤枝市と連携した取

り組みについてご紹介します。 

初亀醸造は、静岡県藤枝市に本社を構える静岡県最古の酒

蔵で、創業は1636年と、全国でも31番目に古い歴史を持ち

ます。伝統を守りながら新しい挑戦にも積極的に取り組ん

でおり、ＮＦＴについては「地元外や若年層の新規顧客と

の接点創出」の機会ととらえ、実証実験に参画しました。 

 実証実験では、藤枝市の協力を得て、市内朝比奈地区に

ある茶室「瓢月亭」において、初亀醸造と静岡市内の寿司

店によるコラボディナーイベントを開催し、その参加チ

ケットをインターネット上のＮＦＴ取引所（マーケットプ

レイス）で「HATSUKAME Maker's Dinner NFT」として

発行しました。ＮＦＴの購入者には特典として、ディナー

イベントの参加権や、限定日本酒の優先購入権が付与され

ました。 

会場となった瓢月亭は、藤枝市の名産である「玉露」を味

わうことができる本格的な茶室で、通常は観光や呈茶体験

に使われています。この空間を貸し切った特別なディナー

イベントに参加できるということで、県外の人や普段日本

酒にあまり触れていなかった人が多くＮＦＴを購入しまし

た。 

初亀醸造にとっては、普段、接することの少ない層に日本

酒をアプローチできたことに加え、ＮＦＴによる「参加証

明」を持ってもらうことにより、継続的なブランド体験の

提供や顧客との新たな関係作りにもつながる可能性も得ら

れました。  

▲ 初亀醸造の外観（同社HPより）  
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このほか、初亀醸造は、静岡銀行および静岡県が事務局を

務める県内のテクノロジーイベント（TECH BEAT Shizuo-

ka）の開催に合わせて、イベント会場にあるＱＲコードか

らＮＦＴを取得できるようにし、所持している人に限定日

本酒の試飲体験を提供する取り組みも実施しました。 

初亀醸造 橋本康弘専務は「国内における日本酒のシェア

が年々小さくなっていく中で、会社としても変化が必要と

考えていました。実証実験を通じて、いつもと違う人々に

お酒を体験してもらえる機会・接点が得られたのはありが

たいことでした。今後、ＮＦＴを通じた新たなコミュニ

ティに対して継続的な働きかけを検討していきます。ま

た、将来的には国内だけなく、海外のファン獲得にもつな

げていきたいです」とＮＦＴの効果の手ごたえと今後の期

待を述べています。 

おわりに 

 今回ご紹介した２行の取り組みは、地方銀行がＮＦＴを

通じて、地域のイベントや企業において新たな体験・価値

の創出につなげています。 

 どちらの取り組みも地域の企業・自治体と深くつながり

のある地方銀行が行っているからこそ、ＮＦＴを発行した

いという企業・自治体とそれを取得する利用者の理解に繋

がっていると思われます。 

 皆さんも今後も様々な場でＮＦＴを目にすることがある

かもしれません。興味があればぜひ取得してみてくださ

い。 

こちらのレポートはいかがでしたか？ぜひ、ご意見・ご感想をお聞かせください！ ▷▷▷ クリック or 

実証実験において、ＳＦＧはＮＦＴの具体的な利用方法や

販売スキームの提案などのサポートを行いました。実証実

験の結果として、ＮＦＴは企業のファン作りに一定の効果

が得られた一方、ＮＦＴを活用した継続的な価値提供はこ

れからであり、地域での認知向上が今後の課題としていま

す。 

こうした状況を踏まえ、2025年10月より、グループ企業

のＳＦＧマーケティングにおいて「ＮＦＴマーケティング

事業」を開始しました。既存事業で培ったマーケティング

のノウハウに、ＮＦＴの技術を組み合わせ、地域に新たな

価値を提供していきたいとしています。 

しずおかフィナンシャルグループ事業開発室 渡辺翔大 

課長およびＳＦＧマーケティング 寺田大輝 経営統括部長

は、「形がなく、個別性が高いものの希少性や独自性がＮ

ＦＴというかたちで流通することにより、マーケット化で

きる点に価値があると感じており、今後は、地域内におけ

るＮＦＴの認知度向上、地域の様々な資源と融合した新た

な価値の創出・提供に取り組んでいきたいです。将来的に

は、ＮＦＴはブロックチェーンという世界共通の規格を用

いていることから、国際的な価値連携や商品・サービスの

展開ツールとして応用できる可能性も考えています」と今

後の展望を語っています。  

▲ テクノロジーイベントで配布したＮＦＴ。静岡銀行提供。 

地方銀行が挑むＮＦＴの新たな可能性―地域の“魅力”をデジタル化― 

https://forms.office.com/r/mhBqTaaBDY
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協会 ニュース 

 当協会は、10月の理事会で、2025年度の規制改革・行政

改革要望を取りまとめ、10月15日、計52項目（新規項目：

16項目、継続項目：36項目）を内閣府に提出しました。 

今年度の主な要望項目は以下のとおりです。 

要 望 全 文 は、当 協 会 の ウ ェ ブ サ イ ト（https://

www.chiginkyo.or.jp/association/opinion_infomation/

opinion/001480.html）をご覧ください。 

2025年度の規制改革・行政改革要望を提出しました  
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 学生のみなさんに、もっと地方銀行で働くことの魅力を

感じてもらいたい―――そんな思いから、この度、当協会

は、地方銀行で働く若手行員のリアルな声をお届けする、

学生向けの記事を作成・公表しました。 

 この記事では、地方創生やＤＸ、法人ソリューション

等、様々な部署で活躍している若手行員に、 

✓ 地元を選んだ理由 

✓ 地方銀行を選んだ理由 

✓ 今後のキャリアパス 

の３点を語っていただきました。 

 「育ててもらった地元に恩返しがしたい」、「地元で伸

び伸びと働きたい」、「銀行という仕事を通じて幅広い業

界に触れ、自分の成長に繋げたい」など…。みなさん、と

ても熱い想いを持って働かれています！ 

 「銀行の仕事ってどんなことをするの？」、「地方で働

くってどんな雰囲気？」そんな疑問に対するヒントが、

きっと見つかるはずです。My CareerStudyのサイト（http 

s://mcstudy.mynavi.jp/mem/company/2126 

61?tabPageType=3）より、ぜひご覧ください。 

若手行員のリアルな声をお届けする記事を公表しました  

https://www.chiginkyo.or.jp/association/opinion_infomation/opinion/001480.html
https://www.chiginkyo.or.jp/association/opinion_infomation/opinion/001480.html
https://www.chiginkyo.or.jp/association/opinion_infomation/opinion/001480.html
https://mcstudy.mynavi.jp/mem/company/212661?tabPageType=3
https://mcstudy.mynavi.jp/mem/company/212661?tabPageType=3
https://mcstudy.mynavi.jp/mem/company/212661?tabPageType=3
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「企業と金融の共創による地方創生」は、当協会が第二地方銀行協会と共に企画した、地方創生が

テーマのプログラムです。 

冒頭は、基調講演として、アンカー・シップ・パートナーズの篠田社長が登壇。2025年７月に就航し

たクルーズ客船「飛鳥Ⅲ」における、日本文化の魅力を発信する取り組み「ASUKAⅢ meets 47都道府

県」や、地方銀行との連携についてご講演いただきました。 

 「ASUKAⅢ meets 47都道府県」は、船内

の47室に都道府県が割り当てられ、それ

ぞれの特色を活かした空間をプロデュー

スするプロジェクトであり、地域の銘品をウェルカムスイーツやドリン

クとして提供するほか、その土地で大切に受け継がれてきた伝統工芸作

品等を設えています。このプロジェクトでは、多くの地方銀行がパート

ナーとして参画し、地域の魅力を最大限に引き出す空間づくりに取り組

みました。 

  

プログラム概要 

第１部 プレナリー・セッション  

開催挨拶（全国銀行協会 半沢 淳一 会長、金融庁 伊藤 豊 長官）  

基調講演 資産運用立国実現プラン（岸田 文雄 衆議院議員） 

国内外の投資家から見た日本市場の魅力  

・プレゼンテーション（モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント） 

・パネルディスカッション（Investment Company Institute (ICI)、クレディ・アグリコル、ブラックロック・ジャパン） 

コーポレートガバナンス改革  

・プレゼンテーション（金融庁 新発田審議官、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）） 

・パネルディスカッション（味の素、東京証券取引所、信託協会、三菱UFJ信託銀行） 

産業界の取り組み（経済産業省、日本製鉄） 

企業と金融の共創による地方創生 

・アンカー・シップ・パートナーズからの基調講演の後、地域金融機関と取引先企業・地元自治体・国立大学によるプレゼンテーション（静岡銀行 八木頭取、 

 百十四銀行 森頭取、横浜銀行 片岡頭取が登壇） 

主要投資家パネルディスカッション（ゆうちょ銀行、ピムコジャパンリミテッド、かんぽ生命、第一生命、三菱UFJ銀行 ）  

第２部 カクテルレセプション（片山さつき財務大臣が登壇） 

今年も開催！「MUSUBU! JAPAN DAY」の様子をお届けします 

10月23日、「Connecting to Japan's Markets」をテーマに、日本の投資先としての魅力発信を目的としたイベント

「MUSUBU! JAPAN DAY」を開催しました。全国銀行協会、第二地方銀行協会、信託協会、当協会の共催の形で、銀行界が総

力を挙げて開催したこのイベントには、国内外からおよそ350名の方にご参加いただき、盛大な会となりました。 

ここでは、日本各地で地元を盛り上げようとする地域の企業と、それを支える地方銀行の取り組みについて紹介した「地方創生

プログラム」を中心に、当日の模様をお届けします。 

現在、日本政府は、国際金融センターや資産運用立国の実現を推進しており、その取り組みの一環として、金融庁が2023年度

から実施しているのが、「Japan Weeks」です。2025年度は、10月20日～10月24日をコアウィークに設定し、前後の週を含

め、この期間で集中的に関連イベントを開催しました。そのうちの１つが、「MUSUBU! JAPAN DAY」です。 

当日は、開催挨拶や基調講演の後、「日本市場の魅力」「コーポレートガバナンス改革」「産業界の取り組み」「地方創生」等

のテーマに応じたプログラムを披露しました。 

アンカー・シップ・パートナーズ 

篠田 哲郎 社長 

※写真提供：郵船クルーズ   
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 その後、会員銀行とお取引先企業等から、地域の魅力を高める地方創生の取り組みについてプレゼンテーションを実施しま

した。 

まず、静岡銀行 八木頭取と、リノベる 山下代表取締役が登壇し、人口減少等の

地域課題解決に向けた取り組みについてプレゼンテーションしました。静岡銀行

は、山梨中央銀行・八十二銀行と締結している「富士山・アルプス アライアン

ス」の施策の１つとして、移住促進に向け

た取り組みを進めており、建物リノベー

ションを手掛けるリノベると連携していま

す。当日は、両者の情報網を活かした移住希望者のマッチング事業のほか、山下社長よ

り、歴史的文化財をウイスキー蒸留所に、県の旧職員宿舎を子育て世帯向けの賃貸マン

ションにリノベーションした事例等を紹介しました。 

※登壇者の所属や肩書は、イベント当時のものです。  

静岡銀行 

八木 稔 代表取締役頭取 

リノベる 

山下 智弘 代表取締役 

 続いて、百十四銀行 森頭取と、香川県東京事務所 平池所長が登壇し、瀬戸

内国際芸術祭2025を中心とした地域活性化の取り組みについてプレゼンテーショ

ンしました。瀬戸内国際芸術祭は、瀬戸内の

島々を舞台に３年に１度開催される現代アー

トの祭典であり、国内外から約100万人が訪

れます。 島民、特に高齢者の方々に笑顔を取

り戻し、地域が活性化することを目指して始

まったこのイベントですが、アートが人を呼び、産業廃棄物が問題となっていた地域の再

生や、閉鎖されていた学校の再開等、様々な場面で効果が生まれています。 

香川県東京事務所 

平池 岳弘 所長 

百十四銀行 

森 匡史 代表取締役頭取 

 最後に、横浜銀行 片岡頭取と、横浜国立大学 梅原学長が登壇し、地方創生に

向けた半導体産業、金融教育等の分野における連携についてプレゼンテーションしま

した。両者は様々な分野で連携を深めており、県内の大学が有する新技術の発表会を

通じて企業とのビジネスマッチングを支援したり、地域経済を金融面から支える人材

育成のための金融教育活動を進

めています。また、半導体企業

が多く集積しているという特徴

を活かし、横浜に半導体エコシステムを構築すべく取り組んでいる、との

お話もありました。 

横浜国立大学 

梅原 出 学長 

横浜銀行 

片岡 達也 代表取締役頭取 

 すべての演目が終了後、第２部として「カクテルレセプ 

ション」が行われ、登壇者と参加者等が交流しました。 冒

頭、片山財務大臣の挨拶があった後、当協会 片岡会長らに

よる鏡開きを実施。参加者同士の交流も活発に行われ、盛況

のうちにイベントは閉幕しました。 

※ヘザー・B・スワン＋ノンダ・カサリディス
「海を夢見る人々の場所」 
 Photo: Keizo Kioku 
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地方銀行は、お取引先企業の海外展開を支援するため、海外の金融機関や行政機関、その他コンサ

ルティング会社や物流会社等との業務提携を行っています。20年前は中国が中心でしたが、いまや

そのネットワークは世界各地に広がっています。  

地方銀行における海外連携ネットワークの広がり  

13 

～2025年 

～2005年 

～2015年 

業務提携数が少ない 業務提携数が多い ※当協会にてグラフ作成。 

※海外展開支援に関する日本企業との業務提携は除く。 

14 

 

 

ペンリィは、全国地方銀行協会が関係者とともに検討を進めてきた、ライフイベントに伴う諸手続きのワン

ストップ化・オンライン化を実現するサービスです（㈱生活基盤プラットフォームが運営）。 

全国1,700超の自治体＆金融機関の引越し手続きがまとめて申請できちゃうんです！ 

ここでは、銀行への住所変更手続きをご紹介します！ 

※以下、「ペンリィ説明パンフレット」より引用 

  詳細はこちらのＱＲコードから⇒ スマホとマイナンバーカードがあれば

簡単にユーザー登録できます！ 

登録はこちらのＱＲコードから ⇒ 

 

説明動画はこちら 
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一般社団法人全国地方銀行協会 

地銀協レポート Vol.19 2025年12月17日公表 

一般社団法人全国地方銀行協会 

〒104-0033  東京都中央区新川一丁目28番23号  

        東京ダイヤビルディング５号館５階 

TEL 03-6262-8251 

https://www.chiginkyo.or.jp/ 

地銀協公式Xでも、地銀界や会員銀行の 

取り組みを紹介しています。 

ぜひフォローしてください！ 

地銀協レポートをお読みいただき 

ありがとうございます。 

ご意見・ご感想をお聞かせください。 

 


